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筆記課題解答及び解説

　「光通信設備工事に関する実技知識」
	問題1
	各2点
	解説

	①
	青
	波長の短いものから、青・緑・黄色・橙・赤の順である

	②
	大きい
	　

	③
	小さい
	　

	④
	臨界
	　

	⑤
	コア
	　

	⑥
	10
	　

	⑦
	125
	　

	⑧
	SI
	　

	⑨
	GI
	　

	⑩
	レイリー散乱損失
	　

	⑪
	フレネル反射
	　

	
	
	

	問題2
	各2点
	　

	①
	20
	損失＝－10log10(出力/入力)

	②
	2.02×108 
	(3.0/1.485)×10８＝2.020×10８

	③
	1.55
	　

	
	
	

	問題3
	全問正解で４点
	　

	①
	ハ
	　

	②
	イ
	　

	③
	ヘ
	　

	④
	ホ
	　

	⑤
	ニ
	　

	⑥
	ロ
	　

	
	
	

	問題4
	各2点
	　

	①
	ニ
	イは４心テープ用、ロは0.25mm用、ハはメカニカルスプライス用

	②
	ロ
	1． 単心ファイバ用は60mm、多心ファイバ用40mmである。
ハ．融着機のV溝にはファイバのカスがたまることがあるため、ファイバをクリーニングしてカットした心線等を用いて清掃することが重要である。ニ．光ファイバの切断後には先端に触れないようにする。

	③
	ロ
	反射を防ぐための屈折率整合剤はコアと同様の屈折率である

	④
	ニ
	　

	⑤
	ロ
	メカニカルスプライス接続の接続においては反対側が押し動くことや、たわみ等により心線の突き当たりを確認する

	
	
	

	問題5
	全問正解で４点
	　

	①
	c
	　

	②
	f
	　

	③
	g
	　

	④
	a
	　

	⑤
	d
	　

	
	
	

	問題6
	各2点
	　

	①
	ハ
	　

	②
	ニ
	　

	③
	ロ
	　

	④
	イ
	　

	⑤
	1
	　2L=(c/n)×t

	⑥
	4
	　⑤⑥は順不同

	⑦
	3
	 

	⑧
	4
	　

	⑨
	3
	　Ａngled PC研磨＝斜め球面研磨　

	⑩
	1
	　

	⑪
	1
	　

	
	
	

	問題7
	各2点
	　

	1 
	ホ
	1本線と2本線の間が１スロット目、2本線の隣が２スロット目であるので青・黄・緑・赤・紫の順に挿入する

	②
	ロ
	　

	③
	ニ
	　

	④
	ハ
	　

	⑤
	ロ
	　

	⑥
	2
	-16.6dBm-(-10dBm)=-6.6dBとなる

	⑦
	5
	3箇所。伝送損失は-0.3×20=-6.0dBであり、接続損失は-6.6dB-(-6.0)dB=-0.6dBとなるため-0.6÷-0.2=3箇所

	⑧
	3
	SZ スロット型光ケーブルは中間分岐ができるように、スロットが周期的に反転している構成である。

	
	
	

	問題8
	各2点
	　

	①
	ハ
	イはＴＶ用８分岐器、ロはメカニカルスプライス、ニはファイバストリッパ

	②
	ロ
	　

	③
	ニ
	　

	④
	ロ
	イはフェルールクリーニング用のクレトップ、ハは簡易ＬＡＮテスタ、ニは熱収縮スリーブ

	⑤
	ハ
	イはアルコール　ロはクリーニング用コットン、ハは0.25mmファイバ用チューブ、ニはテープ心線用ホットストリッパ

	⑥
	ニ
	ホットストリッパで被覆を剥きアルコールでクリーニングした後は、強度を確認し、折れた心線がないか確認すること

	⑦
	ニ
	ファイバ先端に傷が付かないよう、Ｖ溝には触れないように、セットすること

	⑧
	ロ
	イはＲＪ－４５コネクタ、ハは同軸用Ｆ型コネクタ、ニはＦＣコネクタ

















